
 

 

 

福島町２丁目交差点の道路陥没事故に関する第４回説明会 

 

次 第 
 

日時：令和７年５月１０日（土）１４：００～ 

場所：西区役所 ４階講堂 

 

 

開会 

１ 挨拶 

２ 第２回広島市下水道工事事故調査検討委員会の結果報告 

３ 現場の状況及び今後の工事の予定等 

４ 質疑応答 

閉会 



福島町２ 丁目交差点の道路陥没事故に関する 説明会
（ 第４ 回）

２ ０ ２ ５ 年５ 月１ ０ 日

広島市下水道局
清水・ 日本国土開発・ 広成建設工事共同企業体



◆第２ 回広島市下水道工事事故調査検討委員会の報告

観音地区下水道築造３ －１ 号工事に伴い発生し た道路陥没事故の原因究明等を 行う に当たり 、
専門的見地から 学識経験者等の意見を聴取する ため「 広島市下水道工事事故調査検討委員会」
を立ち上げ、 令和７ 年３ 月２ ８ 日に第２ 回検討委員会を開催し ま し た。

＜日 時＞
令和７ 年３ 月２ ８ 日(金)
１ ４ ： ３ ０ ～１ ６ ： ３ ０

＜場 所＞
下水道局千田庁舎
３ 階会議室
（ 中区南千田町６ －１ ３ ）

＜議事内容＞
⑴ 追加の土質調査

（ 圧密試験） 等について
⑵ 地盤沈下の状況について
⑶ シールド マシン内部の

調査方法について
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委員一覧

（ 敬称略・ 五十音順・ 令和７ 年３ 月２ ８ 日時点）

氏名 専門分野 所属等 
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 伸
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治
はる

 ト ンネル工学 
東京都立大学 都市環境学部 

都市基盤環境学科 教授 

奥田
お く だ

 晃
あき

久
ひさ

 行  政 国土交通省 大臣官房 技術調査課長 

金子
か ね こ

 治
おさ む

 建築工学 広島工業大学 工学部建築工学科 教授 

小泉
こ いずみ

 淳
あつし

 
（ 座長）  

都市ト ンネル工法 早稲田大学 名誉教授 

杉本
すぎも と

 光
みつ

隆
たか

 ト ンネル工学 長岡技術科学大学 名誉教授 

畠
はた

 俊郎
と し ろ う

 地盤工学 広島大学大学院 先進理工系科学研究科 教授 

真下
ま し も

 英人
ひ で と

 ト ンネル工学 
一般社団法人 日本建設機械施工協会 

施工技術総合研究所 所長 

藪
やぶ

 雅
ま さ

行
ゆき

 ト ンネル工学 
国立研究開発法人 土木研究所 

道路技術研究ｸﾞ ﾙー ﾌ゚  ｸﾞ ﾙー ﾌ゚ 長 
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●議事⑴ 追加の土質調査（ 圧密試験） 等について

 追加の土質調査結果から 、 陥没のメ カニズムを推測し ま し た。

① ・ 何ら かの原因によ り
シールド マシン内に出
水が発生し 、 土砂が流
入

・ シールド マシン前面
に空洞が発生

8 ： 4 5
シールド 内異常出水発生

・ マシン内に地下水及
び土砂がさ ら に流れ込
み、 砂礫層を削り なが
ら 空洞が拡大

・ 砂礫層の空洞が拡大
する こ と で、 上位に堆
積し ている 沖積基底層
（ 砂層） も 支えを失い、
崩落し ながら 泥濘化が
進みマシン内部に流入

8 ： 4 5 出水直後

・ 沖積粘性土層は、 そ
の下位に存在し ていた
沖積基底層が流動化し
たため支えを失う 形と
なる

・ 沖積基底層の流出が
進行し 、 沖積粘性土下
部の空洞が大き く なり 、
破壊強度に至っ た瞬間、
鋭敏な沖積粘性土が引
き 延ばさ れて圧密未了
状態と なった

8 ： 4 5 ～4 8 頃

・ 沖積粘性土層の上面
の沈下が進むこ と で、
上位の沖積砂質土層や
盛土層の沈下も 進行し 、
地表面に陥没が発生

8 ： 4 8 頃
運送会社建物が動き 始める

④

③

②

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層
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・ 水道管が損傷し 、 漏
れた水が道路表面を流
れ、 陥没部に滞留、 損
傷し た下水道管に流入

9 ： 0 5 頃 水道管損傷

・ シールド 内部と 開口
部の圧力が均衡し 、 急
速な変形は停止

1 8 ： 1 5 立坑注水終了

・ 圧密未了領域に向
かって引き 込ま れる よ
う に変形が進行

・ 地表面沈下が継続

～現在

＜委員会の見解＞
・ 陥没箇所の土質は、 事故によ り 改変さ れたも のと 考えら れる

⑤

⑥

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層

沖積砂質土層

沖積粘性土層

沖積基底層

洪積砂礫層

盛土層

⑦



※半径30m以内の地点は9/27よ り 計測開始
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 現在、 半径5 0 m よ り 外側は、 地盤沈下が収
束し ていま す。

 半径1 0 ｍの地点や半径3 0 m の地点では、
１ 週間で2 ～3 ㎜程度の地盤沈下が継続し て
いま す。

半径50m地点（ 中心から 西側）

半径30m地点（ 中心から 南西側）

半径10m地点（ 市営住宅付近）
解体工事等によ り 4月11日以降計測中断

（ 2 0 2 5 .5 .2  時点）

26mm/週 ⇒ 3mm/週 ⇒ 2mm/週
(9/27～10/4)         (12/13～19)  (4/25～5/2)

54mm/週 ⇒ 5mm/週 ⇒ 3mm/週
(9/27～10/4)         (12/13～19)  (4/4～4/10)

第３ 回説明会
時点の値事故直後の値 直近の値

●議事⑵ 地盤沈下の状況について
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【 現状】



※半径30m以内の地点は9/27よ り 計測開始

 圧密未了領域を解消する た
め、 急激な落ち込みの発生
が確認さ れた範囲の地盤を
改良する

＜委員会の見解＞

・ 地盤沈下対策の範囲は妥当

・ 対策後も 地盤沈下状況のモ
ニタ リ ングを継続し て実施
する 必要がある 地盤の急激な落ち込み点
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【 対策】



＜委員会の見解＞
・ 沈下を抑制する ための地盤改良工法と し て、 高圧噴射撹拌工法によ る 施工が妥当

 下表の３ 工法を比較し 、 高圧噴射撹拌工法を 選定

P-6



 現在、 地下水位と 立坑内の水位を一定に保つこ と で地盤の安定を図っていま す。
 今後、 地盤改良によ り 地下水の流入を止めたう えで、 新設雨水貯留管内に溜ま った水や土砂を除去し て

シールド マシンの内部を調査し 、 事故の原因を究明し ま す。

シールドマシン
現在位置

発進立坑

90. 0m

260. 5m

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ室

後続台車

排土口

発進立坑

土
被

り
約

30
m

土砂

シールド マシン

水

地盤改良（ 止水） 工

平面図

断面図

土砂

福島公園
発進立坑写真

●議事⑶ シールド マシン内部の調査方法について
【 現況説明図】

新設雨水貯留管
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約88m




